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1．観光文化研究センター報告 

                                観光文化研究センター センター長 佐々木豊志 

観光文化研究センターは設立５年目を迎え、年を

追うごとにその役割が広がりつつある。今年度は昨年度

に引き続き、環境省事業「国立公園等の自然を活用

した滞在型観光コンテンツ創造事業」を受けいくつかの

事業を展開してきた。1 月までに実施した事業はすでに

前回までの総研だよりで報告している。 

今回はそれ以後の 2 月以降に実施した事業の報告

である。 

 

1）観光庁事業 

〝Luxury Brand Management〟 

本学観光文化研究センターは、2017（平成 29）

年度以来、観光庁と連携しながら「観光産業を担う中

核人材育成」事業に取り組んできた。この事業では、こ

れまでに本学を含めて全国 14 の大学が、各大学の特

徴を活かした講座を展開してきた。 

今年度からは、これまでの成果を観光庁と 14 大学

が共有し、今後の観光産業のさらなる発展・展開を進

める為に、14 大学が構成するコンソーシアムを形成す

る準備を進めている。このような流れの中で観光庁から

昨年 11 月に新たな事業の公募が出された。それは、

観光立国であるスイスが構築してきた「観光産業人材

育成プログラム」の日本への導入とその展開の可能性を

探る事業の公募である。 

幸いにも本学が採択を受け、年度後半に急遽取り

組むこととなった。近年コロナ禍でインバンドは低迷をし

ているが、アフターコロナの日本の観光産業ではインバウ

ンドは必須であり、本学で 2022 年度開講の「フィール

ドツーリズムコース」でも国際的な視野で取り組む必要

がある。そこで、今回の事業受託に際しては、観光文

化研究センターだけではなく、本学の国際交流センター

金先生、SDGs 研究センター藤先生もメンバーとなり運

営体制を整えた。 

その事業は、観光庁委託事業「上質なサービス関す

るリカレント教育における業務」で、本学としては、「フィ

ールドツーリズム（自然体験型観光商品）の質を高め

るためのリカレント教育プログラム」という教育プログラムと

して実施した。実施にあたっては、スイスの高等教育機

関である EHL（ローザンヌ・ホテル・スクール Ecole 

hôtelière de Lausanne）が構築している教育プロ

グラムを軸に 12 月から実施直前まで EHL 担当講師と

zoom で打ち合わせを重ねて実施に臨んだ。 

  

第１タームは 2 月 10 日(木)〜13 日(日)、第２タ

ームは 2 月 18 日(金)〜20 日(日)に県内外から 11

名の受講生が集まり、EHL の専任講師が英語でオンラ

インによる講義を行った。スイスとオンラインで結ぶため 8

時間の時差があり、受講時間が夕刻 4 時から始まり、

夜の 10 時まで至る日程であるため、受講生はじめスタ

ッフが浅虫温泉海扇閣に泊まり込みで展開された。延

べ 7 日間で日本講師による２講座と EHL 講師による

15 講義が行われた。 

講 座 の メ イ ン テ ー マ は 〝 Luxury Brand 

Management〟で、上質なサービスとは、ホスピタリテ

ィ、ブランディングとはなど、対話形式やグループワークを

しながら深く考える講座となった。 
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最終日には３グループで講座の成果としてブランディ

ングのプレゼンテーションを発表して修了した。

今回の事業は、観光庁にとっても本学にとっても、初

めてのケースであり、実施期間中は、試行錯誤の連続

であった。事業の主旨である「観光産業の担い手育成」

「リカレント教育」「上質なサービス」などをどのように展開

をして成果を構築することができるのかなど、報告書でま

とめる作業を行っている。 

いずれにしても、今回取り組んだ事業は、観光庁が

進める「観光産業を担う人材の育成」に関わる事業で

あり、大学としても観光産業人材育成に取り組む一つ

の礎になったと言える。 

２）環境省事業「第１回イグルーづくり世界選手権

大会」

2 月 5 日(土)〜6 日(日)に実施を予定していた

「第１回イグルーづくり世界選手権大会」は、コロナの

感染拡大の影響を受け、１ヶ月延期し 3 月 5 日(土)

〜6 日(日)に変更をした。その後、コロナの感染拡大が

収束せず、環境省担当者から今年度は中止とし、次

年度への持ち越しの指示を受け実施できなかった。 

昨年度はプレ大会として 6 組 36 名の参加で実施

し、今年度は参加１０チームを越える申し込みがあり

大会の盛り上がりを期待したが開催できなく残念である。 

３）３月のイグルー製作

イグルーづくり世界選手権の中止を受け、3 月 5 日

(土)にイグルー製作を行った。これまで「イグルー」を青

森の観光コンテンツとしてブランディングを進めてきている。

イグルーを観光ブランドとする上で安全性を担保するた

めに、昨年度に引き続き青森県国際観光戦略局から

イグルーの安全性を調査する事業を委託している。

3 月上旬という季節に設置したイグルーの変容・変
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化を観察するために実施したもので、予定では八甲田

ロープウエイ山頂駅に設置予定であったが、当日ロープ

ウエイが運休となり、急遽場所を酸ヶ湯温泉に変更し

て行った。急な予定にも関わらず 17 名の方に参加いた

だき内径３.３mのイグルーを建設した。年々「イグルー

愛好者」は増え、来年度以降の展開に期待をもつこと

ができた。 

  

 

2．SDGs 研究センター報告  

                                          SDGs 研究センター長 藤 公晴 

1.2021 年度 SDGs 研究センターの事業展開 

2021 年度の本センターの事業展開については、総

研だより第 3 号で「現在の SDGs 関連の科目・プログ

ラム」の見取り図と SDGs のウェディングケーキ・モデルの

紹介を通して、「地域の自然の再評価」をねらいに掲げ

ながら、これまで 3 年間にわたり進めてきた学びの質向

上の取り組みの概観を述べた。青森のような地域にお

いて、何もないと捉えがちの自然環境の価値を見つめ

直し、学びの機会として輪郭づけて創出することが、人

と自然、人と人、社会の新たなご縁づくり、人づくりにつ

ながる。 

これまでの本学の教職員が築いてきた地域貢献のノ

ウハウと自治体や企業、事業者、個人などのネットワー

クを活かして、現場に接近した学びの機会をよりきめ細

やかにすることは、地域社会の諸課題を垣間見るだけ

でなく、初期成人期の若者の自己認識や対人関係力

などの暗黙知を育む機会でもある。とくに子どもや若者

の体験不足が大きな課題として認識されているがゆえ、

こうした取り組みをさらに進めていきたい。 

このような問題意識のもと着手した取り組み群は、

青森県環境政策課委託「令和 3 年度大学による

SDGs の考え方等を取り入れた環境人財育成事業

（500 万円）」と財団法人青森学術文化振興財団

助成「SDGs 時代の地方創生における高等教育機関

の役割に関する調査研究③事業（約 88 万円）」を

主たる原資に約 760 万円の予算で実施した。なかで

も、青森学術文化振興財団助成の調査研究は事業

3 年目を無事終えた。 

 これらの事業は青森山田学園の多くの教職員と学生、

そして学外の関係機関・個人（下記参照）の支援協

力がなければ実現できなかった。この場を借りて深くお

礼を申し上げたい。 

 

◆学外の協力機関、個人（順不同） 

平内町役場企画政策課、平内町教育委員会、平

内町町民課、三戸町役場まちづくり推進課、幸畑団

地地区まちづくり協議会、株式会社高橋 HD、ウッドラ

ック、平内町漁業協同組合、BLUE PEACE、木戸 

永二氏、県南環境保全センター株式会社、平内町東

田沢町会、NPO 法人青森県環境パートナーシップセ

ンター、Towadako Guidehouse 櫂、十和田市営

宇樽部キャンプ場、夜越山森林公園、竹内健悟氏、

戸澤依香子氏、Piranika、大久保 奈央氏、境 佳

子氏、青森県教育委員会、青森県神社庁、青森県

エネルギー総合対策局エネルギー開発振興課、

YOAKEnoAKARI、酸ヶ湯キャンプ場、実践大学、森

のようちえん全国ネットワーク、東北環境パートナーシッ

プオフィス、平内町白鳥を守る会、NPO 法人はちろうプ

ロジェクト、あおもりこども劇場、青森大学自然学校

OBOG会、風景屋ELTAS、Modi.Inc.、株式会社シ

ソラ、NPO 法人自然再生センター、東京ガスコミュニケ

ーションズ株式会社 

 

2.シリーズ勉強会「火の文明学」 

脱炭素元年と位置づけられる 2021 年度、本センタ

ーがシリーズ形式で実施した「火の文明学」勉強会。脱

炭素時代の「火」の文化的・社会的位置づけ、地域の

高等教育機関の教育機会・地域貢献のあり方を整理
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することを目的に、各分野の専門家や実践者を交えな

がら広く学び合う機会を 7 回実施した。 

 

【勉強会リスト】 

●第 1 回（5/28）「いのちと火 日本神話から始め

て」  

講師：林 亨氏（野辺地八幡宮 宮司、青森県

神社庁 教化委員長）  

●第 2 回（6/25）「人類の進化と火」  

講師：動物考古学者 鵜沢 和宏 氏（東亜大学 

副学長）  

●第 3 回（8/6）「火と日本人の暮らし~民俗学の

視点から~」 

講師：石戸谷 勉 氏（日本民俗学会員、青森

市教育委員会 世界遺産推進室）  

●第 4 回（10/2）「ボタニカルキャンドルづくりと焚き

火トーク」  

講師：YOAKEnoAKARI 安田 真子 氏  

●第 5 回（10/29）「在来作物保全、焼畑、火と食」  

講師：江頭 宏昌 氏 (山形大学農学部教授、

山形在来作物研究会)  

●第 6 回（11/19）「地域における持続可能な木質

バイオマス利用とは？①」 

講師：泊 みゆき氏（NPO 法人バイオマス産業社

会ネットワーク） 

●第 7 回（12/15）「地域における持続可能な木質

バイオマス利用とは？②」 

 講師：高橋 博志氏（株式会社高橋 HD 代表

取締役、特定非営利活動法人青森バイオマスエネ

ルギー推進協議会 代表理事） 

 

以上の勉強会で得た知見と課題を踏まえ、脱炭素

時代の火の学びの意義と今後の方向性を整理すること

を目的に、各方面の火の学びの実践者を迎えて、対面

とオンラインのハイブリッド型のシンポジウムを以下の通り

実施した。 

▼火の文明学シンポジウム「火の学びの顕現に向けて」 

日時：2 月 26 日（土）13:30~16:00 

場所：新町キューブ グランパレ 

登壇者： 

• 東京ガスコミュニケーションズ株式会社プロモーション

統括部： 小倉 淳氏 

• NPO 法人森のようちえん全国ネットワーク連盟 事

務局長： 藁谷 久雄氏 

• 気仙沼市立面瀬小学校： 阿部 正人氏 

• 東北環境パートナーシップオフィス： 井上 郡康氏 

 

このシンポジウムの実施に合わせて、火の学びのプラ

ットフォーム宣言を下記の通り草案し、登壇者、参加者

との意見を交わした。このプラットフォームは「火の学び」

の意義について国内外の関係者の議論を喚起すること

を目的に整理したもので、今後より広く共有を図っていく。

なお、今回の火の文明学の一連の取り組みは近日中

に冊子で刊行予定である。 

  

[火の学びのプラットフォーム宣言]（6th DRAFT） 

1.【三つの特質】 

火とは明るさと熱、形状の三つの特質を備え持つ比類

なき存在であり、愛と同質である。 

2.【能動的利用の意義】 

約 700 万年にわたる人類史において、わたしたち人間

はおよそ 10 数万年前あたりから火を能動的に利用し

始め、永く「火」とともに発展、進化を遂げてきたもので、

その意義は深淵である。 

3.【火の意義】 

火は私たちの食や暖、農、灯、焼成・精錬、寒冷地の

移動という、生存と暮らしの側面に加えて、祭礼や鎮魂

など、内省や想像を伴う古今東西の神話や信仰、精

神文化、いわば人間性の質向上にも密接に関わってき

た。火はわたしたち人間に語らいと集いをもたらし、古今

東西の食文化と精神文化、科学技術の発展を支えて

きた人間性の相棒と言っても過言ではない。 

4.【火の周辺化】 

しかしながら、ここ 100 年ほどの間、石炭、石油、原子

力など別のエネルギー源を用いながら、集中型エネルギ

ーシステムによる周到な電化、言い換えると火の周辺
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化を図ってきた。それにより利便性や快適さを享受した

一方、エネルギー消費量の増大や大量廃棄、人口増

加、電力の供給地域と消費地域の諸格差といった地

球環境問題と社会的課題の両方を生じさせることにつ

ながった。 

5.【木質バイオマスの価値】 

脱炭素社会の実現に向けて、私たちの暮らしにおける

エネルギー消費の約７割が熱利用であることを踏まえて、

熱分野に特化した自然エネルギー、特に木質バイオマ

スの熱利用をより能動的に検討し、暮らしや産業、社

会の仕組みに盛り込むべきである。 

6.【火の学びの多面的価値】 

火の学びの推進とは、前項の体験的な理解、気づきに

も通ずる上、森林生態系と地球温暖化、エネルギー消

費の相関の理解、ひいては災害時の対処を含む非認

知能力の向上や平和の意識涵養にも貢献する。特に

国内森林の伐期を踏まえると中山間地域の雇用育成、

地域の活性化にもつながる。 

7.【学びを提供する個人や組織の役割】 

今日、火の学びの社会的意義や具体的方策は発展

途上であり、一般家庭においても日常的な知識として

希薄になっている。したがって、教育機関や自然学校な

ど学びを提供する個人や組織は、幅広い協力を得なが

ら子ども・若者に対し、火の学びの機会を創出すること

が求められている。 

8.【社会の責務】  

上記７項目に同意する組織や個人は、その国籍や信

仰、主義主張、民族、規模の大小に関わらず、火の学

びの多面的意義に賛同し、その機会提供を直接的間

接的に支える責務を負う。 

 

2022 年 2 月 青森大学附属総合研究所 SDGs 研

究センター 

 

3.日本語教育センター主催 「第 2 回公開シンポジウ

ム」－地域に根ざしたグローバル人材の育成－ 

本学の日本語教育センターが 2020 年度から公益

財団法人青森県国際交流協会との共催で始めた公

開シンポジウム「地域に根ざしたグローバル人材の育

成」。2021 年度は SDGs 研究センターも共催者とし

て参画し、3 月 12 日に実施した。概要は下記の通り

であるが、今回の共催の経緯は、現場で長く育まれて

きた日本語教育の実践知を実践者から学ぶという趣

旨であった。午前中の基調講演は、秋田県能代市を

中心に在日外国人の受入・生活支援と日本語教育

の分野に 30 年以上にわたり貢献してきた、のしろ日本

語学習会代表の北川 裕子氏を迎えて行い、午後は

4 年目を迎えた本学の日本語教員養成プログラムの受

講生らが活動報告を行った。SDGs 研究センターは今

回、冒頭の趣旨説明を「SDGs、暗黙知、ことばの学び」

で藤が行った（下図参照）。想像力や統合する力、

交渉力などいわゆる暗黙知が求められるSDGsの時代、

ことばの学びにもこのような暗黙知の領域にかかる視座

が、学びの機会を提供する側にも求められていることを

会の趣旨として述べた。 

テーマ： 日本語教育×SDGｓ 

主催：青森大学日本語教育センター 

共催：青森大学付属総合研究所 SDGs 研究センタ

ー、公益財団法人青森県国際交流協会 

基調講演：北川 裕子氏 

（のしろ日本語学習会代表） 

日時：2022 年 3 月 12 日(土) 10:30〜16:00 

実施形態： 対面＆オンライン 

参加者数：50 名 
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3．JR 津軽線プロジェクト・ガニ線カードとガニ線トーク 

             社会学部 社会連携センター 櫛引素夫 

1．初年度の展開 

 2020 年度に始動した「JR 津軽線プロジェクト」につ

いては、「総研だより」第 2 巻第 2 号「コロナ禍における

協働プロジェクト 2 題」で端緒を報告した。本稿では、

その後の展開を記述する。 

 青森大学は櫛引研究室が中心となり、JR 東日本盛

岡支社、外ヶ浜町、今別町とともに JR 津軽線プロジェ

クトを展開している。人口減少が著しく高齢化も進む

津軽半島北部を舞台に、JR 東日本管内でも利用者

が最も少ない路線の一つである津軽線にフォーカスし、

持続可能な地域社会づくりと鉄路の存続を探る取り組

みである。 

 プロジェクトの始動以降、コロナ禍に活動を阻まれな

がらも、「あおりんプロジェクト」を活用した青森大学生が

中心となり、JR 東日本盛岡支社と外ヶ浜・今別両町

の支援を受けて活動を展開してきた。 

 2020 年度は当初、「交流をベースにした教育・研

究・地域貢献」を目指し、「学生が津軽線に乗車し、ア

ンケートや沿線のフィールドワークを通じて、沿線の方々

と触れ合い、理解を深める」展開を想定していた。 

しかし、コロナ禍で身動きが取れなくなったため「遠隔

でもできることを」を模索し、「現地から画像や動画素材

を送ってもらい PR 動画を作成しよう」と方針を切り替え

た。さらに同年夏、感染が小康状態になったことから、

学生たちが何度か現地へ出向いて素材を確保し、結

果的に 3 本のミニ動画を制作・公開した。この動画は

青森大学が YouTube に開設した「アオダイチャンネル」

などを通じて公開した。 

 

さらに学生たちは、青森県庁が水産物 PR 用に開発

し好評を博した「漁師カード」にヒントを得て、津軽線と

沿線を PR する「津軽線（ガニ線）カード」を制作する

ことにした。外ヶ浜町、今別町の協力を得て町民に取

材したほか、JR 東日本社員にも取材し、2021 年 3

月にカードは完成、JR 青森駅で配布した。8 枚組

250 セットを青森駅で配布したところ、1 カ月で配布完

了の見込みに反し、1 週間でなくなる好評ぶりだった。 

 

2.コロナ禍での活動継続 

2021 年度は新機軸の展開を目指したが、コロナ禍

で依然、活動は思うに任せず、結果的に、ノウハウがあ

るガニ線カードづくりを目指すことになった。2021 年 7

月、「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文化遺

産に登録された。そして、外ヶ浜町には、日本最古の

土器片が出土し、世界遺産に登録された縄文草創期

の「大平山元遺跡」があり、地元で活用の意欲が高ま

っていた。 

そこで、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺

産登録、「北海道新幹線開業 5 周年」など 3 テーマを

設定して活動を始めた。検討の結果、次項で紹介され

る蟹田中学校（外ヶ浜町）の生徒や今別小学校児

童、外ヶ浜町と今別町に移住した人々、JR 社員などに
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取材して、「ガニ線カード 2021」が 12 月に完成した。 

さらに、記念イベントとして 12 月 17 日、奥津軽いま

べつ駅内の連絡通路でオンライン・イベント「ガニ線トー

ク」を実施した。カード制作に携わった大学生とJR東日

本社員、外ヶ浜町職員、今別町職員のトークを

Zoom で配信した。年末、しかも平日午前の設定とあ

ってオンライン参加者は20人ほどだったが、北海道や福

井県からも参加者があった。さらに、リアル視聴ができな

かった参加希望者限定で配信した動画も、20 件ほど

の視聴があった。この模様は地元紙・東奥日報やネット

メディア・東洋経済オンラインなどで報じられた。 

 活動の継続によって、津軽線沿線の連携が深化する

とともに、JR 東日本と JR 北海道の新たな連携の回路

が生まれつつある。 

 

3．展望 

 一連の取り組みを大きく見ると、「日本列島を結ぶネ

ットワークである新幹線を、人口減少と高齢化が進む

地域とどう接続／連携させるか」という試行の端緒と位

置づけられる。加えて、人口減少・高齢化地域が「オン

ライン社会にどう踏み出すか」という意味合いもある。 

 JR 東日本と JR 北海道が連携を深め、奥津軽いま

べつ駅と津軽線を一体化したブランディングができれば、

津軽半島北部が移動の目的地として重要性を増す。

そのことで、両社も地元もさまざまな利益を期待できる。

同駅と津軽鉄道の終点・津軽中里駅（中泊町）を

結ぶ連絡バスが利用不振のため、2020 年 9 月限りで

廃止されるなどの逆風もあるが、2022 年度もさらに活

動を成長させていく方針である。 

 

 

 

4．大平山元遺跡を通した地域教材づくり 

           青森大学付属総合研究所 客員研究員 三浦博英（外ヶ浜町立蟹田中学校）  

１．はじめに 

 2021 年 7 月、櫛引教授より連絡があった。「学生が

中心となってガニ線カードを作る企画やります」。相変わ

らず楽しいことをやっていらっしゃると妙にわくわくする。そ

こで現職蟹田中学校の中学生で異常なまでに地元を

愛する生徒 3 名を紹介した。 

 何回かのやりとりがあって、8 月 26 日、学生さんたち

が蟹田を訪れる。生徒たちと逢って、いろいろ活動した。

中学生たちはもっともっとマニアックな処までを期待したよ

うであるが、まずは津軽線沿線の情報発信ということ理

解し、とりあえず納得、なかなか楽しい経験だったようで

ある。何よりも「地域から情報発信する」ことのノウハウの

ほんの一部を垣間見ることができ、彼らにとっては人生

でも貴重な時間であったであろう。 

  じつのところ、地方のそのまた地方にあたる過疎地区、

少子高齢化が激しく地域から学校がどんどん消えていく
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地域においては、学校とともに地域に対する知識・関心

もどんどん消えているのが現状である。登場した中学生

たちは実に珍しいタイプの中学生で、ほとんどの生徒の

興味関心は中央の文化に向いている。教育の世界に

入り前線にいた頃は、目の前の敵は受験やら点数だっ

たが、管理職となり後方支援にまわる立場になってから

は、足下を見つめ足下を固めることが必要ではないかと

思うようになった。 

 今年も新聞紙上で紹介されたが、西北地域の某中

学校でふるさとの写真コンテストが行われた…西北地

区の某地区の地域の伝統行事に地元の中学生が参

加し盛り上げている…等の企画は私である。 

 同じように、三厩地区で地域の校歌の CD を作成し

たり、生徒の作品をはがき化したりと、ともかく地域を意

識してきたのである。したがって再任後の現地区におい

ても「地域」は自分にとって重要キーワードである。 

 

２．世界遺産の地で 

 2021 年 7 月 27 日、ユネスコ第 44 回世界遺産委

員会は北海道・北東北の縄文遺跡群を世界文化遺

産として認定した。 蟹田中学校は押しも押されもせぬ

世界遺産の地の中学校となった訳である。 

 では世界遺産の地の中学校としてどうあるべきなの

か？ 実は 3 年前、世界遺産をめざす団体「大平山

元遺跡応援隊」なる組織が外ヶ浜町で結成された。こ

の隊は、ご当地に住むさまざまな年代層の多職種の人

達が集まった組織である。この民間レベルでの盛り上げ

こそ、直接的に世界遺産登録につながるのである。 

 隊のメンバーには町会長、お菓子屋さん、発掘にたず

さわった人、元役場職員、現職や奈職員、元教員など

が在籍したが、それぞれの視点でどのような活動ができ

るのかを話し合った。例えばキャラ

クターの提案、記念のお菓子をつ

くる、学習会、研修会を実施する

などさまざまな案が出されたが、ま

ずはキャラクターをつくろうとなった。

イラストを得意とするメンバーがそ

のキャラクターを発案し、むーもんと

名づけられた。 

 そこで、そのキャラクタ

ーを基軸にお菓子作

り、酒等のラベルづく

り、お土産品等のむー

もんグッズをどんどん提

案した。おかげで今で

は、外ヶ浜地区といえ

ばむーもんと言っても

過言ではないほど、町

のあちらこちらに彼はい

る。 

では私には何ができ

るか？「地域」の血が

騒ぐのである。幸いなことに私は将来の地域を担う子供

たちに直接的に関わることのできる学校現場にいるので、

学校教育活動の中で諸活動を展開させ、地域を学習

することができるのではないかと考えた訳である。紙面の

制限もあるので、次の機会も考えながら小出しにして紹

介していこうと思う。 

 

３．遺跡を学び、むーもんを前面に 

 まずは生徒たちに大平山元遺跡を学ばせなければな

らない。そこで総合的な学習の時間を使って大平山元

遺跡とはどんな遺跡なのかを学習した。その延長上に

文化祭で展示を企画公開し、学びを深めた。 大平山

元遺跡には住居跡が残っていない。最古の土器が発

掘されたとはいうが、生活の痕跡はない。しかし、見つか

ったのが最古の土器であるから、「たぶん」生活に関わる
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ことが最古になるだろうと思われる。 

 そこで、「日本で最初の弓矢であり日本で最初の人の

痕跡」なのである。学術的にはなんとも言えないが、学

校教育活動なので、まず「最古」よりも縄文生活に思い

をはせることをねらいとした活動を展開した訳である。 

教室内には竪穴式住居っぽい展示をし、山元遺跡で

発掘された、土器や石器を大量に展示した。さらに危

険度の少ない弓矢を準備し、紙製の動物を狩るコーナ

ーまでもうけたために、大変な賑わいであった。 

縄文や遺跡に対する興味関心は確実に高まったの

ではあるが、留意したのはより身近なものにするためのキ

ャラクー「むーもん」を前面に出したことである。このむーも

んが市民権を得ることが、世界遺産への興味関心を深

めると踏んだのである。 

 全校学習、文化祭展示…。そして次に展開したのは

「むーもんねぶた」の製作である。原案は筒井在住のね

ぶた師、長谷川映司氏である。生徒たちがとりあえず簡

単に作れること、また、子供たちのオリジナリティが活かさ

れることなどを考え、何体かの試作を経て、生徒たちで

も作れるむーもんねぶたが完成した。 

 総合的な学習の時間、技術の時間を利用し、全校

で実践した。ここは小規模校の強みである。長谷川氏

に製作キットを用意してもらい、仕事の合間をぬって実

際に学校に来てもらって、生徒たちが指導を受けながら

作成した。 

 骨組みを完成させた後は紙貼りである。紙貼りには実

際に青森大学のねぶた制作で活躍している佐々木律

子さんを招き、どのようにはればいいのか、やはり指導を

受けながら製作した。 

 こうして約 5 時間の授業を経て 50 体強のむーもんね

ぶたが完成したわけである。そのねぶたは町に寄付する

こととした。山崎町長さんは喜んで受け入れてくれ、結

果、生徒たちが作ったむーもんは町のあちこちに置かれ

ている。 

 町役場はもちろんのこと、各地域の支所、蟹田駅、

郵便局、公民館、銀行等々、むーもんは町のいろんな

施設に置かれているが、生徒たちのどの作品がどの施設
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に置かれているのかはわからないようにしてあるので、保

護者や近所の人たちが行ってみて初めてわかるという楽

しみもあったようである。自分たちが作ったものが町を席

巻し、闊歩している様は、生徒たちにとってもなかなかの

体験だったであろう。 

 そしてそれが大平山元遺跡公式キャラクターをしっかり

と記憶に残すとともに、それを元に縄文を意識することと

なり、最終的には大平山元遺跡＝世界遺産を学習し

ようとする意欲を刺激したことになったのである。 

 

４．大平山元遺跡を通した地域教材の開発 

 むーもんねぶた作成活動を展開した次の年度、

2021 年 7 月、ついに大平山元遺跡は世界遺産「北

海道・北東北の縄文遺跡群」として認定された。本当

であれば、パブリックビュー的に全校生徒が体育館で

「万歳！」を叫べばよかったのだろうが、勧告の発表され

る時間帯が夜であったこと、また、時間がはっきりしない

ことを理由に、それは実現は不可能であった。が、しかし、

世界遺産おめでとうの記念式典は遺跡前で町を挙げ

て行うこととなった。 

ここでまた、地域のために中学生が動くこととなる。本

校では平成元年度のふるさと創生事業で風太鼓なる

ものを提案し、町の有志がその曲作り、演奏形態を創

り上げ、町の文化として活動していた。しかしながら、過

疎に伴う少子高齢化の影響で、伝統を引き継ぐ者も

少なくなり、さまざまな事情で蟹田中学校がその風太

鼓を継承することとなった。5 年前までは選択の学習活

動の一環として風太鼓を行っていたが、4 年前より全校

生徒でその活動を引き継ぐこととなった。蟹田中学校に

は風太鼓という伝統文化があるという公式が完成した

わけである。 

世界遺産認定記念イベントを企画した町役場にか

けあい、そのイベントの一環として本校の風太鼓を演奏

されてくれないか、企画委員会より蟹田中学校に出演

依頼をしてくれないかと打診したところ、快諾を得、8 月

に全校生徒で記念イベントに出演することとなった。また、

中学生と大平山元はリンクしたのである。 

大平山元遺跡は晴れて世界遺産となった。そこで次

に来るのは「君たちは世界遺産に住む中学生だ」という

命題である。コロナ禍も収まり人々が行き交うようにな

れば、当然、大平山元遺跡にも多くの人が訪れるであ

ろう。自家用車で来る人も見れば、実は人気の JR 東

日本の「大人の休日倶楽部」で来る人もいる。津軽線

を使ってゆっくり旅する人もいる。 

そんなときに、外ヶ浜を訪ねた人から「大平山元遺跡

とはどんな遺跡ですか？」「外ヶ浜町には他にどんなとこ

ろがありますか？」などと尋ねられたら、世界遺産のある

町に住む中学生としてちゃんと答えられるか？ そこを指

導していくべきと考えた訳である。 

そこで次に実践したのは総合的な学習「全校で学ぶ

『ガイドになろう』」である。この授業は大平山元遺跡に

ついての基礎知識を学習させるとともに、基本的な質

問にちゃんと答えられることをねらいとしたものである。一

応授業の最後には試験も行い、大平山元遺跡もりあ

げ隊が準備した大平山元遺跡ガイドピンバッジを受講

終了記念に配布した。計算上は町内の中学生、誰を

つかまえても世界遺産についてお答えできることになって

いる。 

次のステップとして、大平山元遺跡以外の地域の知

識を身につける事である。前述したように「この町には遺 

跡の他にどんな魅力があります

か？」と尋ねられたら…とリンク

する。そこでやはり総合的な学

習で実践したのが、青大作の

ガニ線カードに採用されたことを

元ネタにした取り組みである。 
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「本校の○○君たちが、青森大学の学生さん達の活動

に採用されて、カードになって駅に置かれている事を知っ

ていますか？」から鉄道つながりで、学校前の道が森林

鉄道跡であること、町内のあちらこちらに例えばトンネル、

橋梁跡などが残っていることにつなげ、地域の学習へと

発展させた。この実践ではしっかりと「外ヶ浜検定」なる

ものを実施した。 

 

５．おわりに 

以上のように、大平山元遺跡から限りなく地域教材

を開発し、学校現場で実践した。別添で「ガイドになろ

う」で使用した資料を公開する。地域に関する授業は

無限に可能である。ただし、そのためには指導者が地域

を知らなければならない。地域教材の開発の記録をま

た次の機会に紹介したい。 
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5．北海道新幹線・延伸後どうなる高校生通学 

                            青森大学付属総合研究所客員研究員 永澤 大樹 

札幌出張を終え函館駅に戻り特急列車を降り立つ

と、ホーム向かいには下り札幌行き最終の北斗 21 号

が待機中。出口改札へと進むホームの途中で、通学カ

バンを持った函館市内の２つの高校の学生とそれぞれ

すれ違い、自由席車両へと向かっていく。旅行者でもな

い彼らが特急に乗車することが気になり、帰宅後に時

刻表を開いてみた。 

特急北斗 21 号は 18:48 発で、直後の 18:55 に

は普通列車の森行きが続行するので、定期券だけで

乗車できる普通列車になぜ乗らないのかと到着時刻を

みてみると、普通列車の森着は 20:53 で所要約 2 時

間、対して北斗21号の森着は19:33で所要45分。

特急と普通とで森駅到着時刻が 1 時間 20 分も違う

ために、早く帰宅したい学生達が、自由席特急料金

630 円を加算して乗車しているものと推察できる。 

函館市と森町の位置関係、路線図を図１に示す。

2015 年国勢調査結果において、森町（住基人口

14,458 人:令和 3 年 12 月 31 日現在）と函館市

の相互の通勤通学流動は 743 人。多くはない人数だ

が、高校生を中心に毎年一定数が存在している。これ

に鉄道沿線の鹿部町（同 3,721 人：令和 4 年 1

月 1 日現在）と函館市の相互流動を加えた人数は

計 1,099 人。鹿部町内には高校がなく、森町内は道

立森高校のみであり、森町・鹿部町の高校進学者の

多くは、函館都市圏の高校が受け皿になっている。 

2022 年 3 月改正の JR ダイヤでは、高校の登校に

利用可能な森発上り普通列車は 5:32、6:03、

6:06 の 3 便、五稜郭駅や函館駅で市電・バスに乗り

継いだり、駐輪場に留め置いている自転車に乗り換え

ると、函館市内ほぼ全ての高校に通学可能となってい

る。しかし難点として下校に使える普通列車が17時以

降で 5 便、かつ所要時間が 71〜118 分。函館・森駅

間の距離は 49km、遠回りの砂原経由で 62km ある

が、根本的に運行速度が遅すぎる状態にある。 

全国各地、駅間 50km の鉄道所要時間を調べて

みると、大体が 60 分前後で収まっているのだが、函館

地区は加速性能が低い旧型気動車（キハ40 形）が

今も居座っているために輸送改善が長年に亘り放置状

態にある。このため各家庭の状況次第では、長時間通

学を避けるため函館市内に下宿生活させるケースも多

いと耳にする。「普通列車は時間がかかるもの」という地

元住民の昔からの意識が、JR の普段使い・生活利用

を阻害してきた可能性も考えられる。駅間距離が函館

⇔森間と同等の、青い森鉄道八戸⇔野辺地・清水川

間を比較対象として表１に示すが、平均所要時間に

は 34〜54 分もの格差がある。 

今年 3 月に 3 駅を廃止したことで所要時間が当然

短縮される（停車とその加減速にかかる時間が不要に

なるため）と思われた砂原経由路線も、同月のダイヤ

改正では所要時間に変化なく、輸送改善に係る意識

のなさが窺い知れる。道内他地区に新型車両が導入

されて所要時間短縮が図られているのとは対照的な状

 

図 1 函館本線の道南の路線図 
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況に置かれている。 

現在、JR に並行する生活路線バスは函館・森間で

4.5 往復、函館・鹿部間で 3 往復あるが、朝の登校

時間帯に運行されている便はない。新幹線が札幌延

伸した際には両町内に新幹線新駅は設置されず、JR

からの経営分離が決定しているこの並行在来線区間

の旅客輸送を維持するかどうかについては、北海道が

主体となった渡島ブロック沿線自治体協議会が決める

ことになっている。道内は全般的に、道教委が道立高

校の廃止縮小を進めてきたなかで広域通学を余儀なく

されている一面もあり、市町村だけの問題ではなく北海

道に当事者意識をしっかりと持って貰わないと困る課題

でもある。 

自治体や地方議会が施策リサーチをせず、必要な

合意形成・機運醸成を図らず声を上げてこなかった結

果が現状を招いているのだが、逆にそれらを今になって

並行在来線の廃止表明のために行使した自治体もあ

る。将来、移動手段がなくなり高校生が通学に困る街

になったとき、その街で家族を持って子育てしようと考え

る人がどれだけいてくれるのか、ということを、首長や議員

や役場職員の方々は、いまから真剣に考えて準備した

ほうがよいのではないかと感じている。住民である高校

生をどのように高校進学・通学させるのか、そこに自治

体として責任を果たせるのか、今後も注視していきたい

と考えている。 

 

  

表 1 函館本線と青い森鉄道の対比 
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◇総研日誌（2022 年 1 月 1 日〜2022 年 3 月 31 日） 

▽1 月 28 日（金） 

 ・2021 年度第 9 回運営会議 

▽2 月 10 日（木）〜13 日（日） 

 ・観光庁事業〝Luxury Brand Management〟

第 1 ターム 

▽2 月 18 日（金）〜20 日（日） 

 ・観光庁事業〝Luxury Brand Management〟

第 2 ターム 

▽2 月 26 日（土） 

・火の文明学シンポジウム「火の学びの顕現に向けて」 

▽2 月 28 日（月） 

 ・2021 年度第 10 回運営会議 

▽3 月 5 日（土） 

・イグルー製作（酸ヶ湯温泉） 

▽3 月 12 日（土） 

・日本語教育センター主催・第 2 回公開シンポジウム

「地域に根ざしたグローバル人材の育成」 

※2021年度第10回運営会議は3月24日（木）、

メール審議 

 

◇編集後記 

「総研だより」第３巻第 4 号をお届けします。コロナ

禍に加え、ロシアのウクライナ軍事侵攻が世界に大きな

波紋と動揺を及ぼしています。 

人類の歩みを支えていた概念の一つは「進歩」だった

－と、あらためて実感させられます。「昨日よりは今日、

今日よりはましな明日」という素朴な“未来への信頼感”

が、どれだけのものを支えてきたか。 

しかし、核保有国による、武力を行使しての“課題解

決”をまのあたりにして、時計の針が 20 世紀に戻ったよ

うな感覚に襲われます。 

他方、日本はコロナ禍前から「先進国からの脱落」が

懸念され、世界でも前例がない「少子化と高齢化」の

領域に達しようとしていました。さらに、コロナ禍とウクライ

ナ・ショックで、世界史的な「ふるい」にかけられている観

があります。 

いかに、「信じるに足る未来」をつくり直すか。学生や

地域の皆さんと手を携えながら、模索し続ける。それが

「学生中心の大学」、「地域とともに生きる大学」として

の正念場と実感します。ともかくも、「前」へ…！（素）

 


